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GEO Initiative
Oceans and Society: Blue Planet

経緯
～2015
・GEO Task SB-01: Oceans and Society
・2012年に Kick off Symposium （第1回、Ilhabela）
・POGO (Partnership for Observation of the Global Ocea
ns;海洋機構がメンバー）が強力な推進役
・2014年のGEOSS-APでは ”Ocean Observation and Societ
y WG”として実施。
・2014年〜 河野がSteering Committee Member
・2015年 第２回Blue Planet Symposium (Cairns)
・事務局が設立。

2016〜
・GEO Initiative Oceans and Society: Blue Planetとして承認
（Transition work plan)

・GEOSS-APシンポで、当該WGをBlue Planetと連携して実施。
・2017年 第３回Blue Planet Symposium （Maryland）
・Work plan改訂

最終的なゴール：持続可能な海洋の利活用として、4つのMissionsを掲
げる。

• 外洋と沿岸観測プログラム間の相乗効果を引き出し、促進する。
• 現場と衛星海洋観測データの統合と利用を進める。
• 時間差のない高品位で幅広いサービスにより海洋データ利用を改善す
る。
• 一般と政治レベルにおいて海洋観測の社会利益への認識を向上させる。

４つ領域についてWGを設置して活動：
C1. Data Integration & Informatics
C2. Information Services 
C3. User Engagement
C4. Capacity Building & Advocacy
なお、5番目としてUsers ＆ Networksの設置を議論中。

実施を支持するプロジェクト：
T1. Coastal Communities 
T2. Healthy Ecosystems and Food Security
T3. The Blue Economy 
T4. Maritime Awareness 

推進体制：我が国は運営委員会メンバーとして参画、またGOOSを通
じてC2に貢献等。
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GEO Initiative
Oceans and Society: Blue Planet

参加国・機関：
多数で列挙は略。既存の活動に立脚しているため、POGO, GOOS, C

EOSなどを通じて事実上貢献している国や機関は膨大。

活動の基盤を支えている組織：
Blue Planetは、既存の活動の上に成り立っている。

関係するGEOの活動：
関連するGEOの活動との協力強化を目指している。第３回Blue Plan

etシンポジウム では地域GEOSSとの関連強化の重要性が指摘されてい
る。

体制：
1. Advisory Board: 

高いレベルから方向性をアドバイスし、また外部に対して宣伝を行う。メン
バーは7ヵ国に加えてアフリカ代表およびプライベートセクターからの参加者
で、計12名。現在のところ地域バランスが悪く、AO地区の代表はおらず、ア
フリカも少ない。

2. Steering Committee（運営委員会）: 推進主体
メンバー 20ヵ国＋EUで、計32名で構成され、月に１回（時差の関

係でほぼ同じものを２つの時間帯で２度開催）のテレコンにて運営。

3. Management Committee: ロジスティクス担当
メンバーは、事務局員、 運営委員会、WGなどの代表で構成。

主な活動：
Blue Planet Symposiumの開催、プロジェクトの承認、情報収集・

発信など。GEOにあわせてDeliver（遂行）, Engage（参加）, Advo
cate（支持）に分類：以下は抜粋。
Deliver
・技術移転、既存プロダクトの高度化、新たなサービスの概念化を通じた海
洋情報サービスの促進・推進
Engage
・重大な国際枠組みや政策目標の実施や監視において、海洋観測の有効
かつ継続的利用を促進。
Advocate
・海洋観測の社会利益に関し、意思決定者や一般社会とのコミュニケーショ
ンを促進。
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http://www.ceos.org/
http://www.ioc-goos.org/
http://www.czcp.org/
https://www.godae-oceanview.org/
http://www.ocean-partners.org/


GEOSS-AP
Ocean and Society Working Group

1. 背景
2013年のインドAhmedabadにおける第6回GEOSS-APシンポジ

ウムでの当該セッションでは、2012年の第５回GEOSS-APシンポジウ
ムにおける海洋ワーキンググループでの成果を発展させ、2012年のGE
Oにおける新たな動き（GEO SB01:Ocean and Society）に連動
する形で、“海洋観測と社会”というワーキンググループに発展させ、アジ
ア太平洋地域のデータ流通および管理において不足を同定し、現場観
測データについては排他的経済水域内のデータについては国家権益が
強く影響し、流通や共有がほとんど行われていない事を把握した。このこ
とから、このセッションにおいては、アジア太平洋地域のデータそのもので
はなく、データの情報（インベントリー）を管理する事の重要性が指摘
された。

2. これまでの活動成果
a. 2014年の第７回GEOSS-APシンポジウムにおいて、”AP地域に

おけるBlue Planetの実現のための海洋観測と社会”というセッ
ションを行い、IOC/WESTPACの協力を得て、各加盟国の研究
機関の観測データのinventoryシステムをJAMSTECが作成する
事となった。

b. 2014年中旬には、http://www.jamstec.go.jp/geossap
/ が完成。

c. 2015年の第８回GEOSS-APシンポジウム（北京）では、その成
果を報告。

d. 2017年の第９回GEOSS-APシンポジウム（東京）では、第7回
で招聘できなかったIOC/WESTPACのメンバー国を招聘して、シ
ステムへの参加機関を増やした。加えて、物理パラメータのinvent
oryの管理を化生物パラメータへ増やせるか検討するため、SDGで
重要とされているpH（海洋酸性化の重要なパラメータ）を中心に
して、GOAONからの協力を得て海洋酸性化とデータ管理の重要
性について議論を行った。

http://www.jamstec.go.jp/geossap/ より
3

http://www.jamstec.go.jp/geossap/
http://www.jamstec.go.jp/geossap/


GEOSS-AP
Ocean and Society Working Group

http://www.
jamstec.go.j
p/geossap/
からの例

協力機関：
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http://www.jamstec.go.jp/geossap/


GEOSS-AP
Ocean and Society Working Group

ワーキンググループのこれから：
次の第10回のベトナムでのシンポジウムでは、GEO

SS-AP Ocean data Networking Systemを拡張し、より使

いやすいシステムに改変させるための議論を行う。例
えば、1.新たなパラメータの導入の可能性や、2.利便
性の拡張（他のシステムとの共用性）など。
他方、UNESCO/IOCにおいても、IODE(Intergovernme

ntal Ocean Data Exchange)プログラムの元で、ODIS（Oc
ean Data Information System）の設立が採択された。OD
ISは全球規模であるが、当該システムと類似している

ため協力の可能性について、次のシンポジウムで議論
する計画である。

また、地域活動として、主として沿岸域での観測や
調査／能力開発を実施しているIOC/WESTPACの協力も
得る予定。

AOGEOSSのTask8(Ocean and Island)とも協力（合
流?）して、SDG14（Life Under Water）への貢献を主
眼として、海洋のAP地域の特に沿岸データ管理の進展
と利用可能性の検討を中心に拡大を目指す。

GEOなので広く地球観測情報の共有化から、沿岸管理などに強く貢献する。
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